
1
i
≒

･ 巧■■
弓…学芸軍学

慧

ミ J

_
;′ェ.

tl‾二5 1 ■さ-ニー
ブ
T､

∴

ぢ
こ､
ご

ざ
ヽ
､ >■ビ ギ

-- ●
1■

･
ノ
188

戸′-
打

者 飽 海
の は の 合

】

棒

線

衰
ノ
第
三

十

各

界
三

野

大
陸
棚
と

保
存
水
域

-
海
洋
に

お

け
る

公

正

な

国

際
漁
拶
基

準
の

要
望
1
1
-

お¢

大

平

菩

梧

-

大
陸
梯
と

保
存
水
域
の

混
清

二

迩
洋
の

自
由
と

大
洋
漁
業

～

三

公

正

な

国
際
漁
拶
基
準
の

必

要

】

大

陸

棚
せ

保
存

水
域
の

混

清

ヽ

衆
困
大
統
領
ト

ル

ー

マ

ン

は
､

一

九

四

八

年
九

月
二

十

八
日
､

弟
二

次

世
界
大
戦
に

お

け
る

勝
利
者
と

し
て

背
光
を

あ
び

つ

つ
､

公

地

位
に

勤

し

て

重

大
た

影

響
を

及
ぼ

す
二

つ

の

宣
言
を

同

時
に

攣
表

絹
紅

ご

萎
重
言

の

一

つ

は

大
陸

棚
に

関
す
る

も
の

で

あ

り
､

漁
業
の

保
存

水
域
に

関
す
る

も
の

で

あ

る
｡

こ

の

一

文
が
､

海
洋
漁
業
の

公

正

慣
行
の

問
題
に

重

鮎

を

置
く

た

め
に
､

こ

こ
.
で

は

後

保
有
水

域
に

関
す
る

ー

ル

ー
.マ
ン

宣
言
の

全

文
を
､

原

文
な

ら

び

に

日

本
澤
を

並
べ

て

鴇
戴
し
､

立

論
を

進
め

る

こ

と

と
し

よ

う
｡

公

海
の

一

定
水

域
に

お

け
る

滑
岸
漁
業
に

関
す

る

大

統
領

宣
言
(

一

九
四

五

年

九

月
二

十

八

打
)
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r

一

し
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脚エ

ノ

､

数
年
来
､

合
衆
国
政
府
は

自
国
海
岸
に

接
渡
す
る

水

産
資
源
の

保
護
及

び

保
全
の

た

め
の

砺
極
の

不
凍
分

に
つ

い

て

憂
慮
し

て

き
た
こ

と
､

並
び

に

こ

の

よ

う
な

事

態
が

お

そ

ら

く
は

ひ

き
お

こ

す
で

あ
ろ

う
不
穏
な

結
果
に

鑑
み
､

こ

の

分

野
に

お

け

る

保
存
措
置
及
び

国
際
協
力
の

基
礎
た

る
べ

き
管

轄
権
を

改
善
す
る

可

能
性
に
つ

い

て

慎
重
に

研
究
し

て

き
た
こ

と
､

及

び

か

か

る

永
産
資
源
は

浩
岸
住
民
に

と
つ

て

は

生
計
の

源
と

し
て
､

せ

ナ
た

国
家
に

と
つ

て

は

食
糧
及

び

産
業
資
源
と

し
て

特
に

重
要
で

あ
る
こ

と
､

■
及

び

新
し

い

方
法
と

技
術
の

漸
進
的
襲
達
は

廣
汎
な

水
域
に

お

い

て

漁
拶
を

激
烈
な

ら
し

め

る

こ
.
と

を

助
け
､

或
る

場
合
に

は

漁
場
は

重

大
な

潤
滑
の

脅

威
を
こ

う
む
つ

て

い

る
こ

と
､

及
び

そ

れ
ぞ
れ
の

地
域
､

■
場
所
に

特
有
な

事

情
並
び

に

泊
岸
国
と

同
水
域
に

お
い

て

合
法
的
な

権
最
を

設
定
し
て

き
た
と

患
わ

れ

る

い

か

な

る

他
の

国
家

の

特
別
な

権
利
及
び

公

平

を

蒼
然
尊
重
し

な
が

ら
､

破
壕
的
利
用
か

ら

沿
岸
漁
業
資
源
を

保
護
す
る

緊
急
の

必

要
が

あ
る

こ

と
､

以
上
の

事
由
に

基
づ

い

て
､

私
､

合
衆
困
大
統
領
ハ

ー

リ

ー
･

エ

ス

･

ト

ル

r

マ

ン

は
､

こ

⊥

に

公

海
の

〓
疋

水
域
に

お

け

る

沿
岸
漁
業
に

圃
し
て

つ

ぎ
の

如
き

合
衆
国
の

政
策

を

宣
言
す
る
｡

水
産
資
源
の

保
存
と

保
護
に
つ

い

て

の

切

迫
し
た

必

要
に

鑑
み
､

合
衆
国
政
府
は
､

合
衆
図
海
岸
に

接
綬
す
る

公

海
の

中
で
､

相
普
規
模
の

漁
拶
括

動
が

従
来
関
空
さ

れ

も
し

く
は

維
持
さ

れ
て

き
た
か

又
は

移
乗
関
空
さ

れ

維
持
さ

れ
る

霞
城
に

保

存
水
域
を

設
定
す
る

こ

と

を

適
普
と

考
え

る
｡

こ

れ

ら
の

諸
活
動
が

米
国
民
の

み

に

よ
つ

て

従
来
閑
襲
さ

れ
維
持
さ

れ
て

き
た

か

又
は

今
後
に

わ

た
つ

て

開
準
さ

れ

維
持
さ

れ
る

で

あ
ろ

う
場
所
に
つ

い

て

は
､

合
衆
国
政
府
は
､

そ

の

中
で

は

漁
野
宿
動
が

合
衆
国
政
府
の

統
制
と

管
理
に

服
す
る

こ

と

に

な

る
べ

き
明
一

価

的
に

境
界
を

重
し

た

保
存
水
域
を

設

定
す
る
こ

と

を

邁
普
と

衰
え

る
｡

.
こ

れ
ら
の

諸
活
動
が

合
法
的
に

米

閻
民

と

他
の

諸
国
の

国
民

に

よ
つ

て

共
同
に

従
来
閑
準
さ

れ

維
持
さ

れ
て

き
た
か

又
は

今

後
に

わ

た
つ

て

敵
襲
さ

れ

維
持
さ

れ
る
で

あ
ろ

う
場
所
に
つ

い

て

は
､

明
示

的
に

境
界
を

毒
し

た

保
存
水
城
が
､

合
衆
国
と

そ

れ
ら

他

国
と
の

阻
の

請
合
意
の

下

に

設
定
さ

れ
､

そ

れ

ら

水
域
に
お

け
る

す
べ

て

の

漁
拶
常
勤
ほ
､

こ

れ
ら
の

話
合
意
に

畢
写
れ
る

統
制
し

管
理

に

股
す
る
こ

と

に

大

趣

潮
と

保

有
水

城

■
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言

邑
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昌
み

匂

邑
e

邑
昌
○
巾

哲

訂
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巧

言
面

○

亡

岩
e
∽

こ
ど

の
○

忌
誌
臼
e

邑
○

ご
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q

2 .

t
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む

S
t
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e
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内
p
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恥
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t
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e

賢
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O
f
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弓
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訂
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実
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ロ
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ヱ
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払

…
ロ
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計
♪
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計
包
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O
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S

で
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d
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内
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n

E
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g
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忌
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t

O

甲
ロ

y

哲
E
日

g

i

ロ
t

e

蒜
∽
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四

〇
h

ロ

邑
O

n

已
払

○
{

旨
e

q
ロ
i

什

e

n

S
t

邑
e
払

弓
E

各

日
P

叫

e

巴
箆
i

日

昌
旨
P
l
e

P
∽
.

→

訂

c

訂
岩
C
t

e

H

監

E
吋
F

.∽
e

P
仏

O
h

t

訂

p

蒜
p
切

小

口

弓
E

旨

■
払

g
F

c

O

口

笛
ヨ

邑
O

n

冒
ロ
e
∽

p
r

e

e

監
P
{

己

昔
e

d

P

邑
t

F
e

ユ

巴
-

t

冒

t

訂
i

り

守
e

e

甲
ロ

a

亡

2 .
日

官
告
白

β
P

≦

笥
t
-

昌
P

岩
i

ロ

ロ
0

司
p

叫

t

F
日
払

p

鞠
e

口
t

e

P

-

ル

ー

マ

ン

の

二

宣
言
は
､

同

じ

日

附
け
で

公

表
さ

れ

た

け

れ

ど

も
､

二

宣
言

は
､

そ

れ

ぞ

れ

沿
革
､

目

的
た

ら

び

に

封

象
を

異
に

し
､

こ

と
に

国
際
法
上
の

基

本
原

則

た

る
.
海

洋
自
由
､
の

尿

則
の

適
用
に

関
し
て
､

著
し

い

差
異
を

持
つ

て

い

る
｡

大

陸
棚
に

関
す
る

宣
言
は
､

専
ら

石

油
そ
.
の

他
の

海

底
地

下

資
源
の

開
蚤
に

関
す
る

も
の

で
､

最
近
の

動
力
瀕
と

し
て

の

石

油
の

世
界
需
要
の

激
檜
に

伴
つ

て
+

大
陸

棚
の

地

下
資
瀕
の

踏
査

開
費
が

行

わ

れ
､

現

把

カ

ル

フ

ォ

ル

ニ

ア

狩
H

芹
､

メ

キ

シ

コ

渾
岸
な

ど

で

盛
ん
に

韓
中
探
整
が

開
始
さ

れ

る

に

い

大

陸

椰
と
保

存
水

域

､
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三軍

1 1 2､

l

理
一

.
そ 封 ビ 卵 棚 ゐ 八 ブ で 北 的 が た･

が で 大 し し ン 膵
■ ′ ′

規 年 り′ も 太 と 勃 つ

一

橋

静

養

弟
三

十

春

草
三

凍

.

た

事

情
に

起

因

す
る
｡

海

底
石

油
資
瀕
に

つ

い

て

は
､

テ

キ

サ

ス

干

出
地

ゴ
計
】

P

β
d

.
事

件
の

如
く
､

米
国
内
に

管
轄
権
の

紛
議

(

註
二

)

奪
し
､

す
で

に

米
国
の

緊
要
な

法
律
周
題
ど

な

つ

て

い

た
｡

こ

れ

に

反
し
て
､

漁
菓
保
有
水

域
の

宣
言

は
､

水

産
資
源
の

保
全
を

目

し

た

も
の

で
､

ア

メ

ヮ

カ

の

閲
心

は

東
北
太

平

洋
岸
の

海
域
の

漁
業
保
存
に

注
が

れ

て

い

た

こ

と
か

ら

結
果
し

た

も
の

で

あ

る
｡

東

き

け

に

し
ん

ま

す

泰

ひ

よ

う

中

津
こ

と

に

ア

ラ

ス

カ

沿
岸
に

お

い

て

は
､

鮭
､

鰊
､

鱒
､

大
師

(

ハ

サ

メ

ッ

ト

し
､

艦

的
臍
､

鯨
､

蟹
の

漁
獲
が

盛

ん

で

あ
り
､

中

(

註
三
)

鮭
の

漁
菓
を

米
人

は

そ
の

生

活
問
題
と
し

て

重

要
祀
し

て

い

る
｡

と
こ

ろ

が
､

一

九

三

〇

年

以

爽
､

わ

が

漁
船
除
が

ア

ラ

ス

カ

沖
の

ス

ー

ル

摩
に

鮭
の

漁

撥
に

赴
い

た
こ

L

か

ら
､

日

米
間
の

季
語
を

惹
起

し
､

そ

こ

で

問
題
は

両
政

府
間
の

交
渉
に

移
さ

れ
､

一

九
三

(

ま
円
)

三

月
に

暫
定
取

極
が

成
立

し
､

日

本
側
が

出
漁
を

自
粛
す
る

こ

と
に

ょ

つ

て
､

一

應
の

解
決
を

見
た
｡

米
国
の

朝
野
は
､

公

海
漁
業

垂
に

熱
意
を

示

し
､

昔
時
の

国
禽
は

こ

の

件
を

取
り

上

げ
､

一

九
三

八

年
に

は

上

院
で

コ

ー

プ

ラ

ン

下

浜

案
が

通

過
し
､

〃

大
陸

を

棋
墟
に

し

て

ベ

ー

リ
ン

グ

海
の

濁
占

を

求
め
､

一

九

三

七

年
に

ば

下

院
で

デ
ィ

モ

ン

下

港

案
が

提

出
さ

れ
､

ア

ラ

ス

カ

沿
岸
で

産

フ

ァ

リ

ム

(

註
五
)

化
し

た

鮭
は

合
衆
困
の

所

有

物
で

あ

る

と
し
､

百
.
尋

ま
で

の

水

深
の

ベ

ー

リ

ン

グ

海
の

沿
岸
海
に

つ

い

て

の

管
轄
権
を

主

張
し

た
｡

(

ま
六
)

ガ

ム

報
告

〔
一

九

三

八

年
)

ま

た

領

海
め

撰

張
を

要

望
し

た
｡

常
時
シ

ュ

ク
エ

レ

ン

バ

一プ

チ

及
び

ア

レ

ン

の

管
轄
権
瑛
張
の

提

案
に

(

護
七
)

て
､

国
務
長

官
ハ

ル

が

保
琵
を

輿
え

七

い

た
こ

と
が
+

保
存

水
域
に

関
す

る

ー

ル

ー

マ

.
ン

宜
言
の

蟄
端
と

な
つ

た

と

稀
せ

ら

れ

る
｡

て

数
日

講
和
の

た

め
の

布
石
が

設

け
ら

れ

た

の

で

あ

る
｡

摩
楓
の

室
百

と

保
有
水

域
の

宣

言
は
､

別
々

に

襲
せ

ら

れ

た

け
れ

ど

も
､

沿
岸
国
の

公
海
に

封
す
る

管
轄
礪
の

瑛

張

と
い

う

射
で

同
一

あ

る

た

め
に
､

両
者
の

主

張
の

混

同

を

生

じ
､

二

者
を

合
併
し

て

領

海
の

揖

大
を

主

張
す

か

も
の

が

績
出
し
て

き

た
｡

大
陸

棚
の

原

新
.
ら
し

い

法

理

と

し
七

容

認
さ

れ

た

と
し

て

も
､

海

洋
漁
業
の

管
轄
の

問
題
ほ

直
ち

に

解
決
す
る

こ

と
は

で

き

た

い
｡

も
と

も

と
大

β9 4
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ゝ

九

陸

棚

苫
ロ
t
i

β

邑
巴

軋

訂
-

代

と

大
陸

棚
の

上
の

海

域
e

p

ぎ
邑
ロ
0

邑
已

弓
邑
2
1
故

は
､

■
具
つ

た

範
疇
に

属
し
､

大
陸
棚
は

大
陸
の

延

長

と

七
て
､

.
陸
の

法
理

に

従
う
可

能
性
が

あ

る

が
､

大

陸

棚
の

上
の

海

域
は

以

前
か

ら

公
海
の

中
に

編
入
さ

れ
､

純
粋
に

海
の

法

理
に

操
る

べ

き

も
の

で

あ

る
｡

し

か

し
､

こ

の

囲

別
は

な

か

′

＼
諒
解
さ

れ

る

こ

と

は

困

難
で

あ
る
｡

.
こ

こ

に

両
者
の

主

張

を

併
合
し

た

各
圃
の

畢

猫
宜

言
が

襲
せ

ら

れ

る

繚
由
で

あ
る

わ

け
で

あ

る
｡

石

油
資
顔
の

問
題
で

大
陸
棚
に

お

ぃ

て
､

合
衆

困
と

撃
っ

地

位
に

あ

る

メ

キ

シ

コ

湾
岸
の

諸

国
ほ
､

い

ち

早
く

大

陸

棚
に

関
す
る

布
告

を

聾
し
､

一

九

四
五

年
に

は

メ

キ

シ

コ

､

一

九
囚

七

年
に
こ

カ

ラ

ガ
､

一

九
四

八

年
に
コ

ス

タ

リ

カ
､

一

九
五

〇

年
に

ホ

ン

デ
ュ

ラ

ス

と

ェ

ク

ア

下

ル

が

大
陸

棚
及
び

そ

の

上
の

海

域
の

支
配
を

宣
言
し
､

南
米
の

ア

ル

ゼ

ソ

テ

ィ

ン

､

チ

ヮ
､

ペ

ル

ー
･

も

同

様
の

歩
調

を

執
つ

た
｡

こ

と
に
､

大
陸
棚
の

存
香

に

か

か

わ

ら

ず
二

ひ

○

浬
の

専
有

を

主

張

し

た

困
に
､

チ

ヮ
､

ブ

ル

ー
､

コ

ス

タ

リ

カ

た

ど

で

あ
つ

た
｡

さ

ら

に

石

油
安
藷
で

有

名

苓
ヘ

ル

シ

ァ

潜
沿
岸
国
の

方
に

て

も
､

海
底
地

域
及
び

そ

の

上
の

海

洋
に

封
す
る

領

有

権
を

主

張
し

た

困
に

サ

ウ

ヂ

一
(

註
八
)

∵
ア

ラ

ビ

ア
､

パ

キ

ス

タ

ン
､

な

ら

び

に

サ

タ

デ
ィ

･

ア

ラ

ビ

ア

の
占

豊

昌
追
従
し

た
ア

ラ

ブ

族
長

囲
九

個
が

数
え

ら

れ

る
｡

今
そ
の

公

布

順
に

表
示

す
れ

ぼ
､

(

註
九
)

爽
ぎ
の

如
く

に

た

る
｡

ノ
ウ

○

】

ト

山

(

国

別
)

合
衆
国

メ

キ
シ

コ

ア

ル
.ゼ
ソ

テ
ィ

ソ

土

カ
ラ

ガ

チ

タ

大

陸

棚
七

捧
春
水

域

人
年

月
日
)

.

一

九
四
五

･･

九
･

二

八

♂

･

一

〇

二
一

九

一

九
四

大
･

一

〇
･

一

一

一

九
四

七
･

五
･

一

･タ

･

六

ニ
ー

五

(

内

容
)

大
陸
梯
と

保
存
水
城

大
陸
棚
及

漁
業
保
存

大
陸
棚
及

上

陸
海

大

陸
棚

大
陸
梯
と

沿
岸
二

〇
〇
浬

′

.ノ

(

手

練
)

大
統
領
の

二

宣
言

大
統
領
宣

言

大
統
領
布

告

園
舎
で

領
土

編
入
宣
言

大
統
領
宣
言

詔∂占
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5n

姉
′

ゝ

恥

〝
ー

メ

二
､

も

十
.

､

ふ

一

､

大
韓
民

国
政
府
は
､

朝
鮮
牛
島
と

韓

国
領
土
で

あ
る

島
興
の

海
岸
線
に

近
接
す
る

大
陸
棚
に
､

そ
の

深

度
の

如
何
を

問
わ

ず
国
家
の

利
姦
の

た

め

に
､

そ

れ

ら
大

陸
棚
の

上

部
､

表
面
及

び

地
下

に

お
い

て

既
知
の

も
し

く
は
､

将
来
襲
見
さ

れ
る

で

あ
ろ

う
す
べ

て

の

鏡
物
と

水
産
の

天

然
資
源
を

保
護
し
､

保
全
し
､

利
用
す
る

た
め

に

国
家
の

主

権
を

留
保
し

行
使
す
る
｡

二
､

大
韓
民

国
政
府
は
､

深
度
の

如
何
を

問
わ
ず

朝
鮮
牛
島
と

韓

国
領
土
で

あ
る

島
喫
の

海
岸
に

隣
接
す
る

水
域
に
､

以

下

に

示
す

限
界
の

中
で

は

最
大
限
に
､

上

記
の

水
域
の

表
面
に
､

水
中
に
､

又
は

海
底
に

あ
る

す
べ

て
の

種
類
の

天

然
資
源
を

留
保
し
､

保
護
し
､

保
全
し

利
用
す
る

た

め

に

必

要
と

考
え

ら
れ
る

国
家
の

ま

権
を

留
保
し
､

行
使
し
､

特
に
､

水
産
漁
拶
業
に
つ

い

七

は

洞
渇
し

易
い

こ

の

種
深
の

天

然

資
源
が
､

韓
国
住
民

の

不
利

益
を

も
た

ら
す
よ

う
打

開
聾
し

重
さ

れ

た

り
､

国
家
の

損
害
と

な
る

横
町

兢
少
又
は

破
壊
さ

れ
た

り

す
る

こ

と

を

防
ぐ
た

め

に
､

こ

れ

を

政
府
の

監
督

下

に

お

く
｡

三
､

大
韓
民

国
政
府
は
､

こ

こ

に

下

記
の

如
く

境
界
線
を

宣
言
し

保
持
す
る
｡

.
そ

れ

は

大
韓
民

国
政
府
の

管
轄
と

管
理
の

下
に
お

か

れ
右

上

記
の

水

域
の

表
面
と

水
中
と

海
底
に

あ
る

天

然
資
源
の

管
理

保
護
の

地
区
を

定
義
し

劃

冠
す
る

も
の

で

あ
つ

て
､

将
来
出
現
す
る

新
し
い

考
見
､

研
究
又
は

利

害
関
係
に

よ

り

も
た

ら

さ

れ
る

情
況
に

應
じ

て

襲
更
を

受
け

冬
へ

き
も
の

で

あ
る
｡

大
韓
民

国
の

主

権
と

保
護
の

下

に

お
か

れ
る

霞
城
は
､

朝
鮮
牛
島
と

韓
国
の

領
土

島
喚
の

海
岸

線
と

次
の

諸
線
の

接

囁
に

よ
つ

て

で

き
る

限
界
線
と

の

間
の

水
城
に

よ

り

構
成
さ

れ

る
｡

(

一

)

成
鏡
北
道
産
典
弘
年
若
面
高
頂
か

ら
北
緯
四

十
二

度
十
五

分

東
経
百
三

十

皮
四

十
五

分
の

粘
ま

で

(

二
)

北
緯
四

十
二

度
十
五

分

東
経
百
三

十

皮
四

十
五

分
の

拓
か

ら

北
緯
三

十
八

度
東
経
百
一

二

十
二

度
五

十

分
の

勤
ま

で

(

三
)

北
緯
三

十
八

度
東
経
百

三

十
二

度
五

十

分
の

粘
か

ら
北
緯
三

十
五

度
東
経
百
三

十

皮
の

耗
ま

で

(

四
)

.
北
緯
三

十
五

度
東
経
百
三

十

皮
の

助
か
ら

北
緯
三

十
四

度
四

十

分

東
経
百
二

十

九
度
十

分
の

勤
ま

で

人
五
〕

北
緯
三

十
四

度
四

十

分

東
経
百
二

十

九
度
十

分
の

粘
か

ら

北
緯
三

十
二

度
東
経
百
二

十

七

度
の

粘
ま

で

.
(

六
)

北
緯
三

十
二

度
東
経
百
二

十
七

度
の

粘
か

ら
北
捧
一

二

十
二

度
東
経
百
二

十

田

鹿
の

島
ま

で

大
陸
棚

と

保

存

水

塊
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⊥

帝
.
静

革
､
孝
二

十

啓
一

夢
三

軍

一

∵

劫

田
〃

で

告
｡

こ

子
･

フ

ァ

ウ

シ
イ

㌃
下

漁
場
問
題
の

如

く
､

海

岸
の

施
設
の

利
用
の

紛

警
あ

孟
､

漁
業
問
題
･
の

多

良
沿
岸

エ

ー

囲
の

琴
海
の

革
園
に

閲
し

て
､

公

海
の

地

位
が

問
題
と

た
つ

た

事
件
で

あ

る
｡

す
で

に

漁
業

憲
の

保
護
を

は
■
か

る
､
た

め

に

は
､

領

準
二

海

(

註
一

五
)

旦

詮
は

準
き

に

失
す

る

と

議

轟
さ

れ

る

に

い

た

り
､

沿
岸
囲
の

琴
海
横

張
の

要

漂
､

漁
業
保
存
の

必
要
か

ら

し

ば

′
～

行
わ

れ

た
｡

古

く

か

ら

の

ド

ー

バ

ー

海

峡

附

慧
漁
業
に

.

関
す
る

英
彿
の

衝

央
､

ア

ラ

ス

カ

沖
に

関
す
る

露
･

英
･

米
を

繰
る

領

経
論
寧
､

北

極

海
に

閲

す

る

露

英
間
の

紛

議
､

パ

ル

チ

ッ

ク

海
の

領

海
の

撃
園
を
■
め

ぐ
る

ソ

連
と
ス

ウ
ェ

ー

デ

ン

及
び

デ
ン

マ

ー

ク

と
の

間
の

紛

寧
､

.
ア

イ

ス

ラ

ン

ド

と

イ

ギ

三
と
の

間
の

管
轄

権
を

め

ぐ
る

紛

寧
､

カ

ム

チ

ャ

ノ
ッ

カ

沖
の

領

海
の

隔
月
に

関
す
る

日

本
と
ソ

連
と
の

問
の

蓼
寧
､

ノ

1

･

ん
ウ
ェ

イ

と
イ

苦
ノ

ス

と
の

間
の

妄
ド

ル

の

領

海
の

海
国
に

閲
す
る

訴

慧
ど
､

み

な

漁
業
の

璧
に

関
係
し

て
､

普

霊
域
に

公

海

ノ/

■
の

自
由
が

準
用
さ

れ

る

か

否

か
の

問
題
で

あ

る
｡

そ

の

中
､

国
際
法

畢
上

で

著
名
た

事
件

を
､

と

く
に

取

り

あ

げ
て

み

よ

う
｡

北
海
の

漁

βα才

葦
は

古
く
か

ら

問
題
で

あ
り
､

海
峡
の

漁
業
に

つ

い

て

悍
英

併
の

珍
畢

が

績
い

て

き
た

が
､

一

八

三

九

年
に

協
定
が

で

き

て
､

原

則
と
し

て

両
国
民

竺
海

里

ま
で

の

領

海
に

お

け

る

排
他

的
漁
業
権
を

蓋
し

合
つ

た
｡

北

海
の

漁
業
取

締
に

関
す
る
一

般
債
約
は
､

一

八

八
二

年
に
､

英
･

自

÷
･

彿
･

猫
の

間
に

締

結
さ

れ
､

一

八

八

九

年
､

九
三

年
､

九

四

年
に

増
補
を

見

宗
､

北
海
に

お

宮
各

国
の

漁
業

の

自

貧
相
互

に

歪
↓
､

公

海

漁
業
の

取

締

を

国
際
協
定
に

よ
つ

て

賢
し

た

も
の
･
で

あ

る

三
ン

マ

ー

ク

は

初

め

は

北
海
の

麦

配
を

主

張

幸
い

た

が
､

十

八

世
紀

と

至
て

グ

リ

ー

ン

ラ

ン

ド

及
び

ア
･

貨
ラ

ン

ド

の

沖
六

十

七

浬
の

漁
業
の

制
限
に

ま
で

襲
化

し
､

英
･

蘭
の

反

封
に

ょ

つ

て
､

ア

イ

ス

ラ

ン

ド

の

沖
二

十

浬
に

ま
で

警
り
､

途

竺
八

七

二

年
の

漁
業
規
定
に

て
､

通

常
の

三

浬

詮
を

量
的

に

搾
用
し

た
｡

ア

ラ

ス

カ

漁
場
に

つ

い

て

は
､

ロ

シ

ア

が
一

八
二

左
に

｢

ベ

ー

リ

ン

グ

海
の

脛
約
款

捕
獲
禁
止
の

法

令
+

を

牽
布
し
､

そ

?
海

岸
か
ふ

舌
イ

空
ノ

ア

禦
バ

ル

ト

ル

ス

蒜
を

墓
)

の

距

離
ま
で
､

そ
の

管
轄
権
を

主

張
し

た

事
件
が

あ
り
ヾ

さ

ら
に

テ

ラ

ス

カ

を

ノ

′

か

㍗
∴

折

し
ノ
1
J

主
r

■巨
q
P

巨
し
F

‥ど
■.+ト
r

Lり､ま
し

八〉
盲
こ



`

町

/
･
J

し

一

ヽ

八

:
し

溝
入
し

た

米
国
が
､

一

八

八

六

年
に

い

た
つ

て

も
､

同

様
の

確
利
を

主

張
し

て
､

カ

ナ

ダ

糖
を

舎
捕
し

た

事
件

が

追
加
さ

れ

た
｡

し

か

し
､

一
一

▼

前
者
は

英
米
が
ロ

シ

ア

に

抗

議
し
て
､

一

..
八
二

四

年
と
一

八
二

五

年
と

咤

協
定
を

結
び
､

.ロ

シ

ア

に

も
餅

海
の

着
弾

距

離
詮
を

承

認
せ

し

(

註

〓
ハ

)

め

た
｡

ま

た

後
者
に

つ

い

て

は
､

一

八
九

三

年

八

月

十

五

日

に
｡

ハ

リ

に

て

国
際
仲
裁
々

邦
が

下
さ

れ
､

米
国
が
ロ

シ

ア

の

ベ

ー

リ

ン

グ

海

の

濁
占

支
配
権
を

購
入
し
､

ま

た

沿
岸
漁
族
に

封
七
て

所
有

権
を

保
有

す
る

と
の

主

張
が

拒

否
さ

れ

て
､

米
国
の

敗

訴

と

な

り
､

英
国
の

海
洋
自
由
の

主

張
が

貫
徹
し

溌
｡

こ

の

パ

リ

の

仲
裁
々

列
の

勒
骨
に

基
づ

き
､

一

九

二
年
に

英
･

米
･

蕗
･

日

の

四

国
間
に

お

い

て

北

太

平

洋
艦

的

獣
保
護
條
約
が

締

結
さ

れ

た
｡

ロ

シ

ア

は
一

九

〇

九

年
以

爽
十

二

埋

設
を

搾
用

し
､

一

九
一

一

年
に

た

つ

て

漁
莫
問
題
に

つ

き

日

本
に

向
つ

て

こ

れ

を

主

張
し

た
｡

し
か

し
､

太

平

洋
戦
争
前
ま
で

日

本
と
の

間
で

は
､

資
際
上
の

由
り

扱
い

と
し

て

哲
序

三

浬
か

ら

十

二

浬

ま
で

秒

間
で

は

日

本
漁
船
は

舎
挿
し

た
い

と
い

う

諒
解
と

た

つ

て

い

た
｡

同

棟
の

紛

擾
が
､

漁
業
に

関
連
し

て
､

英
ソ

問
に

も

費

生

し

た

餅
､

一

九

三

〇

年
五

月

二

十
二

日

に

凛
ソ

間
に

暫
定
協
定
が

で

き
､

低

潮
緩
か

ら

三

浬

か

ら

十
二

浬
ま

で

の

間
で

は

英
国
船
は

漁

(

註
一

七
)

拷
が

で

き

る
ナ

盲
針

ソ

連
側
が

承

認
し

た
｡

以

上
に

ょ

つ

て
､

海
洋
自
由
の

原

則
が
､

海
洋
漁
業
に

古
く
か

ら

適
用
さ

れ

て

お

り
､

こ

と
に

十

九

世
紀

以

衆

は
､

海

洋
貿
易
や

戦

時

中
立
の

問
題
よ

り

も

寧
ろ

漁
業
事
件
に

つ

い

て
､

こ

の

原

則
が

活

用

さ

れ

て

き

た

こ

と
が

諒
解
さ

れ

る
｡

ブ

ル

ン

チ
ェ

リ

イ

は
､

公

海
に

お

い

て

漁
塔
の

た

め
の

航
行
は

す
べ

て

の

囲
と

人
に

封
し

て

完
全

に

自
由
で

あ
る

と

し
､

フ

ィ

オ

レ

は
､

公

海
に

お

け
る

漁
業
の

権
利
は

.
人

類
の

自
然

樺
で

あ

る

と

考
え

ね

ぼ

な

ら
ぬ

と

言
い
､

い

か

な

る

国

家
も
領

海

を

超
え

て

排
他

的
な

漁
櫻
樵
を

主

張
す
る

こ

と
は

で

き

た

(

註
一

八
)

い
.
せ

断
じ

た
｡

さ

ら

に

フ

ォ

ー

ル

ク

は
､

公

海
七

お

け
る

漁
業
は
一

国
の

管
轄
権
の

封

象
と
な

ら

ず
､

漁
務
の

利
益

は

共

通
で

あ

り
､

い

･1一
ユ

(

註

一
九
)

出

･

か

た

る

国

家
も
か

か

る

漁
拷
か

ら

他

国
を

排
除
■
し
て

は

た

ら

た

い

と

望
R

し
て

い

る
｡

一

九

二

七

年
､

国
際
法

拳
骨
山

官
き
息
d
¢

今
O
i

t

3 ∂3

大

声
棚
と

保

春
水

域



一

確

論

章

葬
三

十

巻

弟
三

凍

㌻
t

e

岩
邑
｡

邑
は
+

公

海
の

地

位
に

つ

い

て

茎
R

七

左
の

如
く

漁
業
の

良
由

至
言

及

す
る

こ

と

を

忘
れ

て

い

た
い
｡

す
な

わ

ち
､

｢

公

以3

海
の

自
由
.′
切

原
則
は
､

次

ぎ
の

こ

と

せ

容

認
す
る
｡

(

一

)

反
封
の

傑
約
の

な
い

場

合
に

は
､

船
舶
の

旗
国
の

排
他

的
た

管
轄
権
の

も

と

に
､

公

海
に

お

け
る

航
行
の

自

宅
(

二
)

同

様
の

保
件
の

も

と
に

す

畠
公

海
に

お

け
る

漁
業
の

自
由
｡

(

三
)

海

底
電
線
の

敷
設
の

自
由
｡

(

註
二

〇
)

(

四
)

公

海
の

上

客
に

お

け
る

航
塞
の

訂
由
｡

+

と

海

洋
自
由
の

利
用

内
容

を

明

示

し

た

の

で

あ
る
｡

＼
(

鼓
二

+

)

海
洋

自
由

論

と

外

囲

貿
易
と
の

瀾
係
に

つ

い

.て
は
､

私
の

｢

海

洋

自

由

論

と

世

界
経

済
+

『

一

橋

論

叢
』

昭

和
二

十

五

年

十

月

驚

(

註
一

ニ

)

ゴ
ー

○

巨
悪

宣

旨
”

E
ロ

g
-

呂
d
}

¢

ゴ
e

P
∽

已
e

晋
句
｡

コ
巴

笥

ゴ
監
①

こ
栗
谷
･

C
F

名

+
¢
･

(

註
一

三
)

.
フ

ァ

イ

ト

甘
口

打

訂
e

り

P
･

戸
句

邑
F

も

私

と

大
鰹
同
じ

意
見
を

出
し

て

い

る
｡

づ

訂
Ⅰ

已
e

⊇

邑
O

n

巴

ト
p

宅

A
∽

S

0

2 ･

邑
○

日
叫

声
2

勺
○

串
○

:
訂

句
0
1

首
･

づ

E

邑

C
O

已
e

蒜
日
〔

♪

野
岳
芳
-

仏
-

-

窒
00
･

p
･

-

芦

(

註
一

一
四
)

句
亡
-

t

｡

ロ
ー

づ
･

W
･

)

つ
F
¢

∽
○

忌

邑
笥
t

叫

○

:
訂
S
｡

p

こ
ピ
ー
}

ワ

笠
デ

(

鼓
一

五
)

C
O
-

○

ヨ

ぎ
∽
-

C
.

ナ
}

曽
r

註
○

旨
P
-

弓
巴
2

誌
〉

G

邑
首
}

∽
｡

告
t

ヨ

ゴ
U
-
･

)
-

守
○

≡
e

2
ロ

O
f

冒
P

g

p

邑

W
P

J

-

)

N

♪

ワ
.
芦

出
自
ェ
e

J

G
.

紆

已

罵
言

す
〉

∽
･

}

つ

訂

ロ
e

焉
】

｡

p

m
e

邑
｡

:
已
e

岩
m

己
○

ロ

巴

F
p

弓
-

-

¢
N

∞

も
･

訟

l
芦

(

鼓

二
ハ

)

嘗
○

司
e

〓
}

声

P

和

宣
亡

巳
｡
】

H
･

句
･

こ
邑
e

昌

邑
｡

β

巴

C

琵
e
払

メ
ロ
ー
･

-
}

-

浮
か
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た

国
際
漁
携
基
準
の

必

要

十

九

世

紀
ま
で

殆
ん

ど

無
毒
蔵
だ

と

考
え

ら

れ

て

い

た

海

洋
資
源
も
､

漁
携
技
術
の

牽
達
こ

と
に

母

船
式
の

胎
囲
漁
船
の

活

躍
た

よ

つ

て
､

次

第
に

渦
潟
を

告

げ
る

に

い

た
つ

た
｡

海
洋
自
由
臥

原

則
に

ょ

つ

て
､

各
国
の

放

縦
た

漁
獲
灯

放
任

す
る

た

ら
ば
､

世
界
の

水
産

資

サ

ケ

ロ

源
も
い

つ

か

は

梯

底
の

危

険
に

立
ち
い

た

ら

ね

ぼ

た

ら

な

い
｡

孟

子

が

染
の

意
王

に

詮
い

た

食
糧
政

策
の

一

つ

に
､

｢

数
腎

言
H

の

細
い

コ

チ

ギ
包

ぺ

ツ

網
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袴
池
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天

然
の

池
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び

人
口

の

池
)

に

入
ラ

ザ

レ

バ
､

魚
憶
念
フ

ニ

勝
フ

可
ラ

ズ
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+

と

言
つ

た

が
､

魚
族
保
護
の

理

は
､

海

洋
に

お

い

て

も
､

陸

水
に

お

け
る

と

同

様
で

あ

る
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海
洋
に

お

い

て

も
､

漁
獲
を

献
限
し

て
､

太
族
の

蕃
殖
を

は

か

ら

ね
ぼ

た

ら

た

い
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世
界
的

･
に

濫

獲
を

進
め

て

ゆ

く

限
り
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最
後
紅

き

た
る

結
果
は

悲
し
む
べ

き

妖
乏
で

あ

ろ

う
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各
国
は
､

も

ち

ろ

ん
､

そ

の

国
内
法
を

整
備
し
て
､

そ

の

沿
岸
漁
業
の

濫
.
獲

制
限
を

掛

行
し

始
め

た

が
､

そ
の

権
限
は

領

海
の

限

度
に

と
ど

ま
つ

て
､

.
公

海
に

お

け
る

外

国
船
に

は

及
び

え

な

い
J

こ

こ

に

水

産
賛
意
の

菟
仝
た

保
存
を

期
す
る

た

め

叱

は
､

領

海
の

幅

員
を

接

張
す
る

こ

と
が

必

然
と
た

つ

て

く

る
｡

主
こ

で
､

開
校
､

財
政

又

は
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生
の

取

癖
の

優
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を

防
ぐ
た
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に

蟄
達
し

た

｢

鎗
績
水

域
+

0

邑
習

絹
N

O

n
e

の

法
理
た

ど
が
､

漁
業
に

ま
で

琴

誉
れ

･

て
､

領
海
三

海
里

詮
の

妖
鮨
の

神

野
が

試
み

ら

れ

る
.
現

戟
と
な

つ

た
｡

大
陸
棚
の

理

論
は
､

石

油

き
の

地

↑

資
源
の

開
蟄
を

目

的
と

し

た

も
の

で

あ

る

が
､

沿
岸
国
の

公

海
へ

の

管
轄
権
の

行
使
の

主

張
を

∂

坤
.

韓
用
し
て
､

漁
族
保
存
水

域
の

艶

警
で

が

案
出
さ

れ

警
と

は

蓋
し

孟
り

で

あ

る
｡

し

か

し
､

大
陸

慧
理

警
麿
芸
域
の

埋
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世
界
の

漁
業
及
び
こ

れ
を

関
空
す
る

方
法
に

閲
す
る

聯
績
的
調
査
を

行
う
た

め

恒
久
的
国
際
機
閲
に

権
限
を

輿
え

る
べ

き
で

あ
る
｡

こ

の

よ

う
な

梯
開
に

は
､

ま

た
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係
国
間
に

お

い

て

協
定

す

る
こ

と

の

で
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な
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行
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す
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を
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漁
族
の

保
存
は
､

世
界
朋
た

問
題
で

あ
■
る

か

ら
､

こ

れ

を

沿
岸
国
の

み

に
一

任

す
べ

き
で

は

た

く
､

従
つ

て

沿
岸
国
の

権
限
の

蹟

大
と

い

う
方
向
に

ょ

つ

て

解

決
さ

る

べ

き

で

は

あ

る

ま
い
｡

す
で

に
､

国
際
捕

鯨
取

敵
麒
総
(

一

九
四

六

年
)

の

締
結
を

み
､

国
際
横

綱
に

ょ

る
一

般
的
た

取

締
方
式
が

着
々

賓
現

し
て

お

る

今
日

に

お

い

て
､

国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
(

句
.

A
.

〇
.

)

の

如
き

国
際
機

構
が

梅

軒
資

源
の

保
全
の

方
法

確
立

に

つ

き
､

最
大
の

努
力
を

蹄
う
べ

き

で

は

苧
か

ろ

う

か
｡

と

に

か

く
に
､

右
の

国
際
機
開
は

敷

津
魚
族
の

賢
態
せ
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